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薬学専門教育（実習等） 5年次 通年 実習 10単位 必修

薬局実習 
(Clinical Practice in Community Pharmacy)

【概要】

　薬剤師は「医療の担い手」であり社会から薬の専門家としての知識・技能・態度を有することが求めら

れている。薬剤師を目指す者は安心・安全な医薬品の供給、医薬品の適正使用、患者への情報提供、薬物

治療等についての学識を深めるとともに、生命尊重の倫理観の醸成等が要求される。6年制薬学教育では、

薬剤師としての基本的な知識・技能・態度を身につけ社会から求められる「質の高い」薬剤師の養成を目

的として、実務実習モデル・コアカリキュラムに従い病院および薬局においてそれぞれ11週間の参加型実

務実習を実施する。

　このうち薬局実習では、[1] 薬局アイテムと管理 (11)、[2] 情報のアクセスと活用 (12)、[3] 薬局調

剤を実践する (63)、[4] 薬局カウンターで学ぶ (10)、[5] 地域で活躍する薬剤師 (15)、[6] 薬局業務

を総合的に学ぶ (3)、を学ぶ（カッコ内は到達目標 SBOs の数）。

　なお、実務実習に先立ち直前講義（全体講義、10名程度のグループ講義、および実務実習記録演習）を

学内で開講する。

【授業の一般目標】

　薬局の社会的役割と責任を理解し地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品などの供

給・管理、情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりについて基本的な知識、技能、態度を修得す

る。

【準備学習(予習・復習)】

　当日の実務実習内容の整理と確認を行い、実務実習記録に記載すること。また次回の学習項目について

予習を行っておくこと。
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【成績評価方法・基準】

　受講態度（実習への取り組み姿勢、実務実習記録の提出）60%、実務実習指導薬剤師による評価 40%

【評価のフィードバック】

　日々の実習の中で指導薬剤師らからフィードバックを受ける。また、実習記録を通じてフィードバック

されることもある。

【オフィスアワーなど担当教員に対する質問等の方法】

　実習施設では実務実習指導薬剤師の指示を受けること。また、実習施設ごとに学内教員から正・副担当

教員を配置する。これら担当教員や担当部署である臨床薬学教育研究センターへの連絡方法については、

直前講義で伝達する。


